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色素 (N719) を吸着した TiOゾに関しては、それを光電極とした三電極式セルを使用し、疑似太陽光照射
下で色素増感型太陽電池の光電流/光電位といった電池特性評価を電気化学的に評儲し、速度論的/熱力学
的考察を行った。光電流の結果から、光励起された色素から担持体としての TiO;:を通じて電子が外部回路
へと移動する速度は TiOゾの面方位に大きく依存することがわかった。特に、最高値を示した (001)密の値
は、最低値であった(l01)留の値の約 3倍となり、結晶面方位を制御することによるエネルギ一変換効率
向上の可能性が示された。
審査の結果の要旨
新型の太陽電池として色素増感型太陽電池が注目を浴びているが、光電極に由来するエネルギー損失が多
く、効率を上げるために、担持色素の開発や光電極の改良などが求められている。本研究では、光電極を構
成する材料の物性と反応機構を解明することが最適構造へ導き、変換効率の向上に繋がるという観点から、
任意の結晶面を配向させたアナターゼ相 TiOソナノ微粒子の凝集構造を有する色素増感光電極を作製、およ
び、その光電極を評価して、電極材料の物性と電荷移動機構に対する結晶面方位の影響を明らかし、光発電
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反応機構を解明している。研究で用いるアナターゼ相 Ti02は、光触媒/電池材料として高活性であること
が知られるが、低温相であるため単結品の作製が菌難であり、実験的に利用可能な単結晶面が限られ、安定
相であるルチル相 TiOノと比べ、結晶の面に関する報告が少ない状態であった。本研究では、強磁場電気泳
動法という新規な手法により、任意の面が優先配向した単結晶ナノ微粒子集合体の作製に成功し、アナター
ゼ相 TiO;ょの結晶の面に関する報告であるという点に加え、アナターゼの結晶面方位の制御の可能性という
観点からも大変重要である。単結晶ナノ微粒子集合体の結果は、単結晶ですでに報告されていた 2つの面の
結果が整合性したことから、単結晶が得られにくい面を優先配向させた光電極を作製し、その結果にもとづ
いて未知の単結晶の物性値の傾向が予測可能となった。特に、最高値を示した (001)面の値は、最低値であっ
た(l0l)密の値の約3倍となり、結晶面方位を制御することによるエネルギ一変換効率向上の可能性が示
された。これは、色素増感型太陽電池のみならず今後のアナターゼ相 TiO.)研究の一役を担うものと考えら
れる。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
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